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この文書の目的  
 

2020持続可能な農業基準に基づくレインフォレスト・アライアンス認証プログラムの認証範囲に含

まれるかどうかは、いくつかの要因によって決まります。この手引きは、組織がレインフォレスト・

アライアンス認証プラットフォーム（RACP）に登録し、当プログラムのもとで認証を取得する必要

があるかどうかを理解できるようにするものです。 

 

どのような組織が認証範囲に含まれるか 

 

組織が登録と認証を受ける必要があるかどうかは、その組織がどのような活動に関わっているかによ

って異なります。 

 

一般に、次のいずれかに該当する組織は、認証対象に含まれます。 

• 農業生産活動に従事している場合 

• 梱包や加工など、認証製品の物理的な取り扱いに従事している場合 

• 認証製品の購入および販売を行っている場合（例：取引） 

 

一般に、次のいずれかに該当する組織は、認証対象に含まれません。 

• 認証製品の倉庫業務や輸送に携わっているが、製品やそのパッケージに変更は加えない場合

（輸送、大半の倉庫保管業務）。 

• 最終消費者向け製品を流通させているが、製品に変更を加えていない場合。小売業者および

ブランドオーナーの場合は、下記の表をご覧ください。 

 

認証対象に含まれない組織は、RACPへの登録または認証の取得は必要ありません。 

 

 

活動ごとの例 

 

以下の表は、企業が従事する可能性のあるさまざまな活動の例を示し、企業が登録および認証を取得

する必要がある事例を示しています。 

 

下記の表に貴社の活動が記載されていない場合は、customersuccess@ra.orgにご連絡ください。さ

らなる手引きを提供いたします。 

  

mailto:customersuccess@ra.org
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活動 
 アカウント作成と

認証の必要性 

農場認証保有者 

農業生産 
農業製品に使われる農業生産のあらゆる活動、および農場の段階で行われる認証数量の

加工の活動。 
 

例：コーヒー農園でコーヒー豆を栽培する。 要 

サプライチェーン認証保有者 

梱包 
製品を包材に入れる過程、または製品を別の包材に再梱包する過程。梱包はサプライチ

ェーンの様々な段階で行われ、これには最終消費者向け製品の梱包が含まれる。 
 

例1：梱包業者が、麻袋に入ったコーヒーの生豆を受け取ったうえで、この麻袋を開け
て、コーヒーの生豆をさらに大きな袋に移し替える。注：最初に選別され、その後包装

されるコーヒーも梱包作業とみなされる。 
要 

例2：梱包業者が、すでに梱包されたチョコレートを受け取ったうえで、これを認証マー

クを貼付した外箱（またはより大きな包材）に入れる。 要 

例3：梱包業者が箱入りのアボカドを受け取り、箱から取り出し、別の事業者に販売する

ために再包装する。 
要 

取引 

認証製品を購入し販売する過程。認証製品を変更したり、認証製品に物理的に取り扱っ

たりすることはない。 
 

例1：カカオの輸出業者が、カカオパウダーを購入して販売する。 要 

 

例2：輸入業者が、ブランド化された生鮮果物を売買する。 
要 

中央管理場所 
認証製品の購入および販売を担当する企業の中央管理施設。  

例1：企業は、認証製品の法的所有者である中央管理施設を有しており、すべての購入お

よび販売契約に責任を負うが、その施設が認証製品を物理的に受け取ることはない。 要 

例2：コーヒーの輸出業者が、コーヒーの生豆を購入して販売する。 
要 

企業内財務事業体 
認証保有者と同じ法的構造内にあり、レインフォレスト・アライアンス認証製品に対す

る支払い業務のみを遂行する事業体。この支払い業者は、購入契約の当事者ではなく、

レインフォレスト・アライアンス認証製品に関する意思決定を下すこともない。 
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例：X社は、ある地域内に複数の施設を有している。このうち施設Aで、すべての購入契

約と販売契約を処理し、レインフォレスト・アライアンス認証製品の購入数量を決定し

ている。施設Bは、施設Aに代わってサプライヤーへの支払い業務を遂行している。この

場合、施設Bには認証は求められない。 

不要 

銀行/金融業者 
認証数量を購入するために、他の事業体に資金を提供する事業体。  

例1：ある金融業者/銀行は、X社が取引を行えるように資金を提供している。資金を提供

する以外には、金融業者/銀行は、認証数量を法的に所有せず、その数量を用いて他の活

動を行うこともない。 
不要 

例2：例1と同様であるが、金融業者/銀行は（一時的にせよ）認証数量の法的所有者とな

る。 要 

加工 
認証製品を物理的に変化させ、結果として異なる生産物を生産する過程（例：製造、焙

煎、混合）。 

 

例： ケーキの製造業者が、カカオパウダーを他の材料と混合してケーキを製造する

（B2B、B2C）。 
要 

 

倉庫保管 
認証製品を保管するプロセス。ただし、認証製品に変更は加えない。売買を行う事業体

は倉庫には分類されないため、上記の「取引」を参照すること。これは、サプライチェ

ーンの様々な段階で行われる可能性があり、このため非最終、または最終消費者向け製

品が関与する。 

 

例1：コーヒーの生豆が他の組織に購入されるまでの間、倉庫業者が保管のみを行う（買

い手が決まっているかどうかは問わない）。その倉庫では他の活動は行われない。 不要 

例2：ラベル付けが済み、消費できる状態になったコーヒー製品を、倉庫業者が保管す

る。 不要 

例3：バナナが熟す間のみ保管される倉庫/熟成施設。他の活動は行われない。   
不要 

例4：ブレンド、焙煎、その他の加工も行う倉庫。これは加工業者とみなされるが、地域

によっては倉庫業者と呼ばれることもある。  
要 

輸送のみ 
認証製品の輸送（例：トラック輸送、空輸、海運など）のみに従事する組織で、製品に

変更は加えない。 
 

例：輸送業者が、コーヒーの生豆の袋を農場から取引業者の倉庫まで運送する。 不要 

 

最終製品の流通業者 
梱包されラベルが付けられて消費できる状態になった最終消費者向け製品を購入して販

売する組織。 
 

例：ある組織が、梱包されラベルが付けられた製品（例：板チョコレート）を最終製品

の製造業者から受け取り、小売業者まで輸送する。 不要 
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下請業者 
他の組織から、その組織に代わって梱包や加工などの作業を請け負う組織。下請業者

が、認証製品の法的所有者になることはない。 要1 

ブランドオーナー 
レインフォレスト・アライアンス認証を受けた最終消費者向け製品が、自社ブランドで

販売される。これらの製品の製造は、ブランドオーナーが自社で行う場合もあれば、製

造業者に委託する場合もある。 

要 

 

小売業者 
すでに包装されラベル付けされた最終製品を、プライベートブランド、ノーブランド、
または自社ブランドとして購入し、消費者に販売する組織。 

要 

（詳細はこちらの樹形

図をご参照ください）  

デザイン会社 
レインフォレスト・アライアンス認証マークを使用した最終消費者向け製品のパッケー
ジデザインを他の組織から請け負う組織。 不要2 

 

 

 

 

 

 
1下請業者は、個別に登録して認証を取得することも、契約組織の認証範囲の一部として追加することもできま

す。この場合、契約組織は、下請業者がレインフォレスト・アライアンス2020持続可能な農業基準の該当する

要件を遵守する責任を負います。 
2デザイン会社として、他の組織に代わって商標使用申請を提出したい場合は、レインフォレスト・アライアン

ス認証プラットフォーム（RACP）に登録する必要があります。ライセンス同意書（2020年版）への署名や、他

の組織のライセンス同意書（2020年版）にサブライセンシーとして追加される必要はありません。ただし、関

連付けられる組織が、まずレインフォレスト・アライアンス認証プログラムのためのレインフォレスト・アライ

アンス認証プラットフォームに登録されている必要があります。 

https://www.rainforest-alliance.org/wp-content/uploads/2021/01/retailer-certification-decision-tree.pdf
https://www.rainforest-alliance.org/wp-content/uploads/2021/01/retailer-certification-decision-tree.pdf

